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プリンタ印字例

※印字例はイメージです。

No. 36
 1.660E+002 4.910E+002

[dE/dmL]

Data Count : 46

Model:AT-710(MCU-710)
Serial No.:×××××××××

Print:2016/04/01 09:50

*** R e s u l t ***

[dE]

＜GLP印字例＞

［ Data List ］
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Pot(ctrl.)
[mV ]　   St

No. 

1
2
3
4
5
6
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8
9

10

Volume
[mL]

-294.1
-253.5
-250.1
-246.0
-242.6
-239.4
-235.4
-231.8
-228.5
-225.3

0.0000
7.0000
7.2300
7.4250
7.5600
7.6750
7.7800
7.8850
7.9550
8.0200

Level(ctrl.) [mV]

300

10mL

0mL
-300

Operator :Kyoto Taro

Max volume :20.0000 mL

Titr.Time :  00:04:30
Size        :  5.1647 g

End Point 1
 Volume   :   9.1176 mL
 Potential:       1.3mV

Conc1 :       33.895 %

Operator :Kyoto Taro

<標準印字例>

Print: 2016/04/01 09:50

*** R e s u l t ***Method No./Name :
001/Auto Titration

Titr.Mode : Auto Titr.
Titr.Form : EP Stop
Sample No. ：01-01
Sample name:
Sample ID  :20160401
Date :2016/04/01 09:50

Titr.Reagent Name :

Level(ctrl.) [mV]

300

10mL

0mL
-300







試料量10mLで測定することができ

る専用容器です。

滴定液は50mLまで注入することが

できます。希釈できない試料に最適

です。





電位差自動滴定装置AT-710M / 710Sは、多検体チェンジャ上に設置することが可能です。

また、洗浄ユニットを多検体チェンジャの内部に納めたことにより、システム全体をスッキリ

と設置することができます。

多検体チェンジャに搭載している洗浄ユニットは、食品試料や石油製品等の測定対象とな

る試料の性状に合わせて最大３種類（オプション）の洗浄液を選択可能で、シャワー洗浄や

浸漬洗浄等の洗浄シーケンスを設定できる柔軟性の高いシステムです。

多検体チェンジャに専用のフード（オプション）を取り付けることでシステム全体を局所排気

することができます。

測定容器は、ご指定の測定容器にも対応します。（特注対応。ご相談ください。）
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